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平成２８年度 真貴幼稚園 学校評価（自己評価） 

 

 

 真貴幼稚園では、本園の教育理念、教育目標達成に向け、平成２８年度の学校評価（自己評価）を

実施しましたので、以下のとおりご報告します。 

 

【自己評価】 

（１）対象者   常勤教職員２１名（在籍２２名中１名は産前休暇取得中） 

（２）実施日   平成２９年３月２４日 

（３）実施方法  職員会議において、全教職員にセルフチェックシートを配付し、幼稚園の取組み

状況や自分自身の取組み状況について評価を求めた。 

 

【幼稚園の概要】 ＊真貴幼稚園のホームページ・園の概要でご確認ください。 

 

 

１．真貴幼稚園の教育目標 

 

【めざす幼稚園】 

□ 子どもたちの限りない可能性を育み、その成長を保護者とともに感動することの 

できる幼稚園 

□ 自信を持って就学できる質の高い就学前教育を実践する幼稚園 

【育てたい子ども】 

☆ 自ら考え、自ら学び、自ら主張できる子 

☆ 探究心があり、夢を持ち、アグレッシブに挑戦できる子 

☆ 思いやりがあり、みんなをまとめてリードすることができる子 

 

 

２．平成２８年度に定めた重点的に取り組む具体的な目標 

 

平成２７年度の活動状況を検証し、以下の５点の目標を設定した。 

 

１．知能教育『SI あそび』について、導入教材、発展教材の開発・改善と構築した真貴幼稚園独自の 

指導法の検証と更なるブラッシュアップに取り組む。 

２．幼稚園と保護者が一緒になって子どもを育てる「ご家庭への協力お願いシート」の更なる浸透を

はかり、保護者への情報提供と連携の強化を進めていく。 

３．就学に向けた『接続カリキュラム』についての取り組みを継続し、自信をもって就学できるように

指導ノウハウを構築していく。 

４．毎週実施している『真貴式教育スタイル』についての「導入」・「まとめ」について成功事例の検証

を行い、その精度・共有化を高めていく。 

5．年間での保育研修等の園内研修計画を整え、指導力向上、教育の質的向上に全園一丸となって

取り組む。 
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３．評価項目の達成及び取り組み状況 

以下のとおり、項目ごとに自己評価する。 

評価項目と達成指標 結果 指標への取組状況 

１．教育課程・指導 

1-1 園の教育目標・方針に基づいて、教

育課程が編成され、年間指導計画や

週案・日案が作成されているか 

B 

幼稚園の教育目標・方針を明示し、それに基づき、年間指

導計画や週案・日案を作成している。 

1-2 幼稚園教育要領の内容を理解し、子

どもの発達状況に即した指導が行わ

れているか 

B 

各学年の発達状況に応じた指導となるよう、真貴式教育ス

タイルを活用して毎年継続して改善を進めている。 

1-3 真貴幼稚園の教育の特色を理解し、

指導に活かしているか 

B 

真貴式教育スタイル、ＳＩあそび、体育あそびといった特

色を日々の活動や研修を通じて理解を深め、活かしてい

る。また、小学校に進学しても自分らしく自信を持って活

動する事ができるよう、就学前教育の実践に取り組んでい

る。 

1-4 自ら考え、自主的・自立的に行動で

きる園児を育成するために、幼児に

適した教育環境を構成し指導を行っ

ているか 

A 

“探究”と“感動”をテーマとした真貴式教育スタイルを

導入し、主体的、意欲的に活動できる園児の育成に努め、

教育環境を構成するようにしている。 

1-5 

 

 

教育活動の進捗状況や子どもの姿に

ついて、教職員が情報共有できる場

を設け、実践しているか 

A 

研究保育や毎日の夕方のミーティングを通じて、教育活動

や子どもの姿についての情報を共有している。 

 

1-6 

 

園児の問題行動等について教職員が

情報を共有し、適切に対処できてい

るか 

A 

園児の問題行動については、その日の朝夕のミーティング

で共有し、対処法についても全員で確認し、適切に対処で

きるようにしている。 

1-7 

 

行事などが適切なねらいのもとで、

管理・実施体制を整えて運営されて

いるか 
A 

四季折々の行事を計画し、楽しく安全に実施できるよう工

夫している。各行事は指導計画・打合せを十分に行い、園

外の行事では下見を実施するなど、安全には万全の注意を

払って実施している。 

1-8 基本的な生活習慣を身につけた園児

を育成するために、保護者とも連携

して指導に取り組んでいるか 
A 

生活習慣の定着・確立に向けて、園での様子を適宜保護者

に連絡するとともに、年２回（前期・後期）の「家庭への

協力お願いシート」配付を継続し、家庭とも連携して指導

に取り組んでいる。２８年度は、保護者を対象に歯の健康

と食育講演会を実施したり、教員を対象に歯科医による研

修を実施するなど、意識を高める工夫をした。 

1-9 保幼小連携を意識し、小学校の教育

内容について理解しようとしている

か 

B 

保幼小連携を意識して、教員研修を実施し、年長の１０月

以降には小学校の生活を意識した活動を取り入れ、スムー

スな接続ができるように配慮している。 

1- 

10 

指導計画の評価を定期的に行い、そ

の結果・反省に基づいて指導計画の

見直しを行っているか 

A 

毎月指導計画の反省を行い、その結果・反省に基づいて指

導計画の見直しを行っている。 

２．保健管理 

2-1 登園時の視診などの日常の健康観察

や、家庭との連携、疾病予防への取

り組み、健康診断が行われているか A 

園児一人ひとりの心身の健康状況を常に意識するととも

に、手洗い・うがい・マスクの着用の励行による風邪・イ

ンフルエンザの予防、歯磨き励行による虫歯予防などを指

導している。身体測定、校医による内科健診、歯科健診な

どを適切に行っている。 

2-2 地域の保険・医療機関等と連携して、

保健指導が行われているか A 

校医、歯科医、保健所等からの連絡・通達事項を適宜各家

庭にお知らせして、健康に関する注意喚起をしている。引

き続き、連携強化を図りたい。 
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３．安全管理 

3-1 安全計画・防災計画が適切に作成・

実施できているか B 

防災訓練は毎年確実に実施しているが、今年も各回の火災

発生箇所を変え、避難経路を変更して実施するなど、対応

能力をより高めるよう工夫して実施した。 

3-2 危機管理マニュアルなどが適切に作

成・活用されているか 
B 

個々の事案については管理者に判断を仰いで運営できて

いるが、今後は安全管理・危機管理マニュアル内容が具体

的な行動レベルで確実に実行できるよう、改めて見直しを

かけていく。 

3-3 事故等の緊急事態発生時には園長に

報告し、保護者連絡などの対応が万

全に行われるように整備しているか 
B 

一般的な事故発生に対しては、発見者・担任から園長まで

確実な連絡と迅速な対応ができる体制の確立が図られて

いるが、大規模な災害発生時の対応について訓練等が必要

である。今年は地震対応時の対応研修を実施した。 

3-4 遊具の安全管理の実施や安全対応能

力の向上への取組が適切に行われて

いるか 

B 

遊具の安全点検は、日々の活動の中で確実にチェックされ

ている。２６年度に改訂した安全点検計画と安全点検表に

て安全対応に取り組んでいる。 

3-5 地域の関係機関、団体と連携し、安

全に関する情報が家庭にも届くよう

に整備されているか 

B 

瀬戸市や愛知県からの不審者情報を確認し、緊急必要な情

報は、「まき緊急メール」等の幼稚園連絡網を通じて、保

護者に対し確実に伝えられるよう整備している。 

４.特別支援教育 

4-1 特別支援機関などとの連携は取れて

いるか B 

さほど対象児はいないが、保育指導上懸念のある園児につ

いては、特別支援機関の巡回指導等により助言を頂いてい

る。 

4-2 家庭との連携は充分に取れているか 

B 

子どもの様子については、れんらく帳や電話にて連絡を密

にしている。個人懇談等を通じて、幼稚園や家庭で気にな

ることを保護者と情報共有し、指導に活かしている。 

５.組織運営 

5-1 業務分担が適切に機能し、園全体と

して明確な運営・責任体制が整備で

きているか 

A 

園長、副園長、教務主任、学年主任、各担任の役割、担当

業務を明確にするとともに、園全体としても明確な運営・

責任体制が整備できている。 

5-2 職員会議やミーティングは適切に運

営されているか A 
毎朝の教務打合せや夕刻のミーティング、月例の職員会議

により、方針の徹底と情報の共有を図っている。 

5-3 財務運営は適切に実施され、適切に

情報公開されているか 
A 

毎年定期的に財務監査を実施しており、財務諸表を幼稚園

のホームページに掲載している。 

5-4 勤務時間管理、服務監督が適切に行

われているか B 
出勤簿及びログタイムにより、適切に管理監督している

が、時間外勤務の縮小が課題である。 

5-5 各種文書や個人情報等の情報が確実

に管理されるとともに、情報の取扱

い方針が周知徹底されているか 

A 

学園はプライバシーマークを取得しており、その規定・指

導に従い、着実に実施している。個人情報保護に関する研

修も確実に実施し、徹底を図っている。 

６.研修（資質向上への取組） 

6-1 園内研修が企画、実施され、日々の

保育に活かせる内容の他に、社会人

としての資質向上に役立つ面も整備

されているか 

B 

教員相互による研究保育や思考訓練（SI あそび）指導方

法の研究などを行っている。生活指導に役立つ、歯科医に

よる歯とお口の健康についての研修を実施した。情報セキ

ュリティ研修や法改正情報の共有などの社会人・組織人と

して必要な内容の研修も実施している。 

6-2 園として園外研修へ参加する機会を

確保し、資質向上に取り組んでいる

か 

A 

幼稚園連盟主催の研修会や関連団体の実務研修に積極的

に参加し、研鑽を図っている。救急救命講習などにも参加

し、緊急対応時の知見も広げている。 

6-3 教員が幼稚園教諭としての専門性だ

けでなく、自らを高めるための学習

に取り組んでいるか 

B 

幼児や教育に関する情報冊子を購読するなど、最新の情報

にも興味をもち、自らの専門性を高めることに取り組んで

いる。 
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７.教育目標・学校評価 

7-1 自己評価が毎年実施され、園運営の

改善に活用されているか 
A 

２３年度から学校評価（自己評価）を毎年実施しており、

毎年園運営の改善に活用している。 

7-2 保護者の意見や要望、満足度などの

状況を把握しているか 
A 

毎年度末には保護者アンケートを実施し、満足度や要望・

意見を把握し、園運営の改善に役立てている。 

7-3 学校評価の結果を外部に公表してい

るか 
A 

ホームページに学校評価を PDF で掲載して、外部への公表

を行っている 

7-4 幼稚園関係者評価が実施されている

か 
D 

今年度も実施はなかったが、小学校、地域の自治会の方と

の連携を深めてきており、実施の準備を進めていきたい。 

８.情報提供 

8-1 連絡帳、電話、園だより、ホームペ

ージなどを通じて子どもや幼稚園に

関するさまざまな情報が保護者に適

宜提供できているか 

B 

日々のれんらく帳でのやりとり、電話、園だよりや学年だ

より、クラスだより等を配付するとともに、ホームページ

の園児専用サイトを通じて情報提供を図っている。 

8-2 一般の方にも情報提を行い、幼稚園

情報を周知することに努めているか A 

ホームページを活用し、幼稚園の教育方針や保育内容、行

事の様子などを掲載し、情報をタイムリーに提供し、訴求

力の強化を図っている。 

９.保護者・地域住民との連携 

9-1 保護者は幼稚園運営へ積極的に参加

し協力しているか A 

幼稚園の各種行事や保育参観には、ほぼ全員が参加して頂

いており、保護者の会委員には、各種行事の運営にも協力

を頂いている。 

9-2 保育参観や個別懇談などを通じて、

保育についての内容や情報を提供し

ているか 

A 

年 3回の保育参観やＳＩ・英語・水泳見学会、年２回の個

別懇談など、保育の状況、子どもの成長を確認していただ

く機会を作っている。 

9-3 幼稚園に対する保護者の意見や要望

などが聞き入れやすい環境が整備さ

れているか 

A 

保護者の会の活動や個人懇談などを通じて、幼稚園に対す

る意見・要望を聞くとともに、保護者アンケートを実施し

ている。「あったらいいな目安箱」も設置している。 

9-4 地域の文化や、伝統行事などの教育

資源を有効に活用しているか A 

父の日には、地域の伝統産業である瀬戸焼きで、子どもた

ちが贈り物を作ってプレゼントするなど、地域資源の活用

を図っている。 

9-5 地域の人とふれ合う機会を設けてい

るか B 

餅つきに近隣のお年寄りの方をご招待するなど、地域の人

とのふれ合う機会を設けている。園庭開放等についても実

施予定。 

１０.子育て支援 

10-1 未就園児に対する子育て支援のた

めの取り組みを行っているか B 

未就園児のための幼稚園プレ教室“なかよし教室”を設置

し、子育て支援を進めている。保護者の方の交流の場とも

なっている 

10-2 預かり保育（延長保育）の運営体

制を整えているか 
A 

当園の教員と幼稚園教諭の資格を持つ兼任講師を配置し

て、運営体制を整えている。預かり時間の拡大、夏期保育

中の預かり保育の実施等、可能な範囲で充実を図ってい

る。 

10-3 関連機関と連携して子育て支援に

取り組んでいるか B 

瀬戸市のこども家庭課や発達支援室、河合塾内の幼児教育

部門とも連携して保育を進めている。 

 

１１.教育環境整備 

11-1 施設・設備の安全・維持管理のた

めの点検・整備は適切に行われて

いるか 

A 

園舎の耐震化は対応済みで、日常的な維持管理・点検も着

実に実施している。２７年度に保育室やトイレを中心に改

修工事を実施し、よりよい保育環境を整備した。 

11-2 遊具・用具・図書の整備は適切に

行われているか B 

予算の制約上十分とはいえないが、遊具・用具・図書など

は、子どもたちの発育や指導を考慮し、各学年の要望も踏

まえ計画的に整備している。 
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４．総合的な自己評価（結果） 

結  果 理     由 

 

B 

 

教職員個々人の評価では向上している項目が多くなっており、また会議の場での教職員から

の意見等を総合的に検討すると、園全体としての改善は着実に進んでいると判断できるため、

自己評価は「ほぼ達成されている」とした。 

 

５．今後取り組むべき課題 

 

「平成２８年度に定めた重点的に取り組む具体的な目標」である、『SI あそび』、保護者と幼稚園が一緒

になって子どもを育てる「ご家庭への協力お願いシート」の浸透、１年生に向けての『接続カリキュラム』、

『真貴式教育スタイル』のブラッシュアップ、保育研修等の研修の更なる充実を図れた。平成２９年度もこ

れらの項目を継続し精度を高めていく。 

１）知能教育『SI あそび』について、導入教材、発展教材のさらなる充実をはかるとともに、真貴幼稚園

独自の指導ノウハウを蓄積していく 

２）幼稚園と保護者が一緒になって子どもを育てる「ご家庭への協力お願いシート」で基本的な生活

習慣の確立をすすめる。さらに保護者対象の歯とお口の健康についての講演会や情報提供を通じ

て、健康増進意識を高めていく。 

3)就学前教育についての必要性とその背景等についての理解を全教員が深め、各学年における指導

にも活かし、自信をもって就学できるように指導ノウハウを構築していく 

4)保育研修等の年間での園内研修計画を整え、指導力向上、教育の質的向上に取り組むとともに、防

災・防犯・緊急時対応・アレルギー対応等の園児の安全面についての研修も強化していく 

 

          

     ３．４の評価結果の表示方法 

Ａ 十分達成されている。 

Ｂ 達成されている。 

Ｃ 取り組まれているが、成果が十分でない。 

Ｄ 取組みが不十分である。 

 


